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１
歳
の
お
誕
生
日

（
関
連
記
事
18
ペ
ー
ジ
）

６月定例会
大磯港賑わい創出施設の
指定管理者を指定…２〜３



問　

指
定
管
理
者
の
選
定
で

は
透
明
性
確
保
の
点
か
ら

多
く
の
事
業
計
画
の
中
か

ら
比
較
検
討
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
が
、
審
査
対
象

が
１
団
体
に
な
っ
た
こ
と

に
対
す
る
町
の
見
解
は
。

答　

事
業
者
の
提
案
で
町
が

施
設
を
建
て
、
指
定
管
理

料
は
払
わ
ず
事
業
者
が
運

営
を
行
う
非
常
に
難
し
い

内
容
で
あ
っ
た
と
思
う
。

今
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
手
法

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
。

問　

設
計
提
案
の
整
備
費
用

が
実
施
設
計
で
町
の
予
算

を
大
幅
に
超
え
た
場
合
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

総
合
計
画
で
整
備
費
用

は
３
億
円
程
度
を
見
込
ん

で
い
る
。
補
助
金
な
ど
も

活
用
し
整
備
を
進
め
た
い
。

問　

収
支
計
画
で
物
品
販
売

施
設
の
売
り
上
げ
が
１
億

円
以
上
あ
り
過
大
な
見
積

り
で
な
い
か
心
配
す
る
が
。

答　

平
日
の
客
数
220
人
、
客

単
価
１
千
100
円
、
休
日
の

客
数
330
人
、
客
単
価
１
千

300
円
で
算
出
し
た
と
把
握

し
て
い
る
。
仕
入
れ
で
も

費
用
が
か
か
る
が
、
地
域

農
水
産
物
等
の
販
売
を
中

心
に
利
益
を
生
ん
で
い
く

提
案
だ
と
確
認
し
て
い
る
。

問　

税
理
士
か
ら
の
講
評
に

「
財
務
状
況
の
健
全
性
・

安
定
性
は
悪
く
な
い
」
と

あ
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

答　

税
理
士
は
、
町
か
ら
の

指
定
管
理
料
が
な
い
中
で

採
算
性
に
不
安
は
あ
る
が
、

大
き
い
会
社
で
実
績
も
あ

り
問
題
な
い
と
判
断
し
た

と
理
解
し
て
い
る
。

問　

駐
車
料
金
は
有
料
か
。

一
部
は
事
業
者
の
負
担
な

ど
対
策
は
と
ら
れ
る
か
。

答　

事
業
者
か
ら
は
駐
車
料

金
が
有
料
で
も
集
客
に
は

問
題
な
い
と
回
答
を
得
た
。

問　

施
設
の
修
繕
は
町
が
行

う
の
か
。

答　

商
業
施
設
、
公
共
施
設

部
分
と
も
指
定
管
理
の
中

で
管
理
を
お
願
い
す
る
が
、

一
定
金
額
以
上
は
町
が
行

う
。
自
然
災
害
等
の
リ
ス

ク
分
担
で
費
用
負
担
を
協

議
し
た
い
。

問　

指
定
管
理
者
の
募
集
期

間
中
に
町
長
が
㈱
田
園
プ

ラ
ザ
川
場
の
社
長
に
会
っ

た
こ
と
に
疑
念
を
感
じ
る

が
、
な
ぜ
１
社
だ
け
か
。

答　

誘
致
の
た
め
に
案
内
を

し
た
。
町
長
は
２
社
訪
問

し
て
い
る
。

　６月定例会は５月31日から６月15日までの16日間の会期で開きました。
　本会議初日は町から提出された専決処分の承認、町営住宅管理条例の一部改正、財産の取得、指
定管理者の指定、監査委員の選任、農業委員会委員の任命、補正予算など22議案を賛成多数で可決
したほか、４件の報告がありました。
　最終日には町税条例の一部改正、工事請負契約の締結の２議案を賛成多数で可決しました。
　一般質問は９人が町長や教育長に行政事務についてただしました。

　

町
内
外
の
来
訪
者
に
交
流
・
休
憩
、
地
域
農
水
産
物
等
の
宣

伝
・
販
売
及
び
飲
食
の
場
を
提
供
し
、
人
や
情
報
の
交
流
及
び
町

内
周
遊
観
光
の
拠
点
と
な
る
よ
う
大
磯
港
に
設
置
す
る
大
磯
港
賑

わ
い
創
出
施
設
の
指
定
管
理
者
を
「
㈱
田
園
プ
ラ
ザ
川
場
」
に
指

定
す
る
も
の
で
す
。

　

４
月
26
日
に
行
わ
れ
た
指
定
管
理
者
候
補
者
選
定
等
委
員
会
で

の
審
査
の
結
果
、
応
募
の
あ
っ
た
２
団
体
の
う
ち
「
㈱
田
園
プ
ラ

ザ
川
場
」
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
団
体

〇�

㈱
ダ
ブ
リ
ュ
ー
ズ
カ
ン
パ

ニ
ー

〇
㈱
田
園
プ
ラ
ザ
川
場

選
定
方
法

①
書
類
審
査

②�

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及

び
ヒ
ア
リ
ン
グ
審
査

※�

専
門
的
な
知
識
を
有
す
る

外
部
識
者
（
税
理
士
）
か

ら
の
財
務
状
況
に
関
す
る

報
告
を
参
考

選
定
の
経
過

　

㈱
ダ
ブ
リ
ュ
ー
ズ
カ
ン
パ

ニ
ー
は
、
４
月
26
日
の
指
定

管
理
者
候
補
者
選
定
等
委
員

会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
審
査
を

欠
席
し
た
た
め
、
審
査
の
対

象
は
１
団
体
と
な
っ
た
。

大
磯
港
賑
わ
い
創
出
施
設
の
指
定
管
理
者
に

　
㈱
田
園
プ
ラ
ザ
川
場
を
指
定

２
０
２
０
年
の
開
業
を
目
指
す
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反
　
対

【
吉
川
重
雄
議
員
】

　

こ
の
議
案
は
何
の
た
め
な

の
か
非
常
に
疑
念
が
あ
る
。

指
定
管
理
者
の
選
定
が
正
常

な
形
で
行
わ
れ
た
の
か
。
後

で
大
き
な
負
債
を
抱
え
る
こ

と
に
な
る
。
指
定
管
理
者
の

選
定
を
や
り
直
す
べ
き
。

【
鈴
木
京
子
議
員
】

　

商
業
性
の
高
い
施
設
に
税

金
を
使
う
こ
と
は
公
共
施
設

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
漁
協

施
設
の
建
て
替
え
に
乗
じ
て

建
て
る
公
共
施
設
で
ビ
ジ
ネ

ス
を
す
る
計
画
に
説
得
力
の

あ
る
新
事
実
は
な
か
っ
た
。

【
渡
辺
順
子
議
員
】

　

初
め
か
ら
事
業
そ
の
も
の

が
疑
問
で
、
大
磯
に
は
過
大

な
施
設
で
あ
る
。
指
定
管
理

者
選
定
の
手
続
き
で
１
者
で

は
い
け
な
い
規
定
は
な
い
が
、

透
明
性
を
持
っ
た
手
続
き
が

必
要
で
あ
る
。

賛
　
成

【
清
田
文
雄
議
員
】

　

地
域
の
交
流
、
飲
食
の
提

供
や
販
売
な
ど
運
営
実
績
も

十
分
で
、
大
磯
港
の
活
性
化

に
十
分
期
待
で
き
る
。
大
磯

港
の
活
性
化
は
20
年
間
実
現

で
き
ず
今
に
至
る
。
今
が
絶

好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。

【
奥
津
勝
子
議
員
】

　

選
定
結
果
評
価
表
か
ら
総

合
的
に
見
て
魅
力
の
あ
る
提

案
で
あ
り
、
実
績
も
あ
る
。

漁
協
施
設
は
農
林
水
産
省
か

ら
の
補
助
金
も
受
け
ら
れ
る
。

何
事
も
時
が
大
切
で
あ
る
。

【
玉
虫
志
保
実
議
員
】

　

漁
協
の
建
物
は
一
刻
も
早

く
直
し
た
方
が
い
い
。
仕
切

り
直
す
よ
り
施
設
の
設
計
に

時
間
を
か
け
る
べ
き
。
町
民

と
漁
協
の
意
見
を
し
っ
か
り

反
映
し
愛
さ
れ
る
施
設
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
。

討
　
　
論

㈱田園プラザ川場が群馬県で運営する道の駅

監
査
委
員
に

脇わ
き　

國く
に

廣ひ
ろ　

氏
（
69
歳
・
生
沢
）　
　

任
期
は
６
月
５
日
か
ら
４
年
間
。

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

14
名
の
新
委
員
の
任
命
に
同
意

・
安や

す

池い
け

　
雅ま

さ

美よ
し

　
氏

・
鈴す

ず

木き

　
洋よ

う

有じ

　
氏

・
戸と

塚づ
か

　
昭あ

き

雄お

　
氏

・
青あ

お

木き

　
貞さ

だ

治は
る

　
氏

・
西に

し

方か
た

　
　
敬た

か
し　

氏

・
栁や

な
ぎ田た

三み

千ち

夫お

　
氏

・
石い

し

井い

　
雅ま

さ

浩ひ
ろ

　
氏

・
二に

の

宮み
や

　
賢け

ん

一い
ち

　
氏

・
吉よ

し

川か
わ

　
京た

か

男お

　
氏

・
近こ

ん

藤ど
う

　
剛た

か
し司

　
氏

・
野の

﨑ざ
き

　
健け

ん

一い
ち

　
氏

・
竹た

け

内う
ち

　
　
浩ひ

ろ
し　

氏

・
福ふ

く

島し
ま

　
　
啓ひ

ろ
し　
氏

・
今い

ま

井い

　
　
正た

だ
し　
氏

　

農
業
委
員
会
委
員
の
選
出
方
法
が
選
挙
制
か
ら
町
長
に

よ
る
選
任
制
と
な
り
、
議
会
に
対
し
て
同
意
を
求
め
る
も

の
で
す
。

　

農
業
委
員
は
、
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る

指
針
の
策
定
・
変
更
、
農
地
の
権
利
移
動
の
許
可
や
転
用

等
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。
任
期
は
８
月
25
日
か
ら
３
年

間
。
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問　

申
告
の
期
限
は
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
収
入
申
告
が
さ

れ
ず
、
家
賃
が
上
が
っ
た

世
帯
は
あ
る
か
。

答　

毎
年
９
月
末
ま
で
の
申

告
を
お
願
い
し
て
い
る
。

今
ま
で
申
告
が
さ
れ
な
か

っ
た
世
帯
は
な
い
。

問　

緩
和
さ
れ
る
者
に
あ
る

「
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
」

の
判
断
は
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。

答　

町
が
判
断
を
す
る
が
、

近
隣
市
町
の
状
況
な
ど
も

聞
き
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　

書
類
の
閲
覧
ま
で
の
町

の
動
き
は
。
ど
の
よ
う
に

決
定
す
る
の
か
。

答　

親
族
や
周
り
の
方
の
支

援
が
あ
れ
ば
、
申
告
の
お

願
い
を
す
る
。
そ
れ
が
難

し
い
場
合
に
関
係
市
町
等

へ
収
入
状
況
の
調
査
を
す

る
。
実
績
は
な
い
が
、
慎

重
に
個
々
の
対
応
を
し
た

い
。

問　

中
小
企
業
へ
の
周
知
は
。

答　

国
か
ら
は
既
に
制
度
の

情
報
発
信
は
さ
れ
て
い
る
。

町
と
し
て
は
条
例
制
定
後

に
周
知
活
動
を
行
う
。

問　

事
業
者
は
ど
の
よ
う
に

計
画
を
策
定
す
る
の
か
。

答　

商
工
会
や
金
融
機
関
と

連
携
を
と
り
、
策
定
し
て

い
た
だ
く
と
想
定
し
て
い

る
。

　

国
保
税
の
軽
減
対
象
を
拡

大
し
、
５
割
軽
減
及
び
２
割

軽
減
の
対
象
と
な
る
世
帯
の

軽
減
判
定
所
得
額
を
引
き
上

げ
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
国
保
税
収
入

の
減
額
分
約
80
万
円
は
、
県

が
60
万
円
、
町
が
20
万
円
を

負
担
す
る
。

　

用
途
変
更
宅
地
等
及
び
類

似
用
途
変
更
宅
地
等
の
課
税

標
準
額
の
算
出
で
は
、
地
方

税
法
の
経
過
措
置
に
よ
り
、

町
の
条
例
の
定
め
で
「
み
な

し
方
式
」
を
採
用
し
て
い
る
。

経
過
措
置
の
延
長
に
伴
い
、

平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度
ま

で
３
年
間
延
長
す
る
。

　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
改
革
の
推
進
を
図
る

た
め
、
公
営
住
宅
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
入
居
者
で
認
知
症

で
あ
る
者
等
の
収
入
申
告
義
務
が
緩
和
さ
れ
た
た
め
、
大
磯
町

営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

中
小
企
業
の
生
産
性
革
命

を
実
現
す
る
た
め
、
生
産
性

向
上
特
別
措
置
法
が
施
行
さ

れ
、
地
方
税
法
等
の
一
部
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

　

町
税
条
例
及
び
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
を
専
決
処
分

に
よ
り
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
得
る
も
の
で
す
。

改
正
内
容

　

町
営
住
宅
入
居
者
の
家
賃

は
毎
年
度
の
収
入
申
告
を
も

と
に
決
定
し
、
申
告
が
な
い

場
合
は
近
傍
家
賃
を
も
と
に

決
定
し
て
い
た
が
、
申
告
義

務
の
緩
和
に
よ
り
認
知
症
な

ど
で
入
居
者
か
ら
の
申
告
等

が
困
難
と
認
め
る
場
合
、
官

公
署
の
書
類
の
閲
覧
な
ど
で

把
握
し
た
収
入
状
況
で
家
賃

の
設
定
が
可
能
に
な
る
。

申
告
義
務
が

緩
和
さ
れ
る
者

〇
認
知
症
で
あ
る
者
（
※
）

〇
知
的
障
害
者
（
※
）

〇
精
神
障
害
者
（
※
）

〇
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者

で
、
親
族
や
支
援
を
し
て
い

る
方
な
ど
か
ら
の
申
告
も
困

難
と
認
め
る
場
合
に
申
告
の

義
務
が
緩
和
さ
れ
る
。

※
法
で
規
定

改
正
内
容

　

町
の
認
定
を
受
け
た
、
中

小
企
業
者
等
の
「
先
端
設
備

等
導
入
計
画
」
に
規
定
す
る

一
定
の
機
械
・
装
置
等
（
償

却
資
産
）
を
、
平
成
33
年
３

月
31
日
ま
で
に
取
得
し
た
場

合
、
償
却
資
産
の
固
定
資
産

税
の
課
税
標
準
が
最
初
の
３

年
間
ゼ
ロ
と
な
る
。

大磯町営住宅管理条例
の一部を改正

町税条例の
　　　　一部改正

国保税の
　軽減対象を拡大

中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
を
支
援

専
決
処
分
の
承
認
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国
府
新
宿
地
区
　
雨
水
管
工
事
請
負
契
約
を
締
結

問　

現
在
、
こ
の
地
域
の
雨

水
は
葛
川
へ
ど
の
よ
う
に

放
流
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

国
府
新
宿
と
国
府
本
郷

の
境
付
近
ま
で
排
水
し
、

葛
川
へ
放
流
し
て
い
る
。

問　

Ｊ
Ｒ
北
側
よ
り
も
南
側

を
先
に
整
備
す
べ
き
だ
っ

た
の
に
ど
う
し
て
今
な
の

か
。
必
要
性
は
い
つ
か
ら

認
識
し
て
い
た
の
か
。

答　

近
年
の
豪
雨
で
槇
ノ
木

地
下
道
や
日
吉
架
道
橋
の

西
側
地
域
な
ど
で
道
路
が

冠
水
し
て
い
た
。
Ｊ
Ｒ
北

側
区
域
の
ほ
う
が
、
面
積

な
ど
が
大
き
か
っ
た
た
め
、

平
成
27
年
度
か
ら
工
事
を

始
め
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
北
側

よ
り
１
年
遅
れ
た
が
、
順

次
整
備
し
解
決
し
て
い
き

た
い
。

問　

地
震
が
起
き
た
場
合
を

心
配
す
る
が
、
管
の
耐
震

性
は
。

答　

耐
震
設
計
に
お
い
て
、

地
震
を
想
定
し
た
対
応
は

し
て
い
る
。
具
体
的
な
数

値
は
な
い
が
、
お
お
む
ね
、

震
度
５
か
ら
７
く
ら
い
の

地
震
に
耐
え
得
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

問　

交
通
規
制
や
工
事
内
容

の
周
知
は
。

答　

国
道
部
分
は
夜
間
工
事

に
な
る
。
近
隣
住
民
の
方

に
回
覧
で
作
業
工
程
や
内

容
に
つ
い
て
周
知
し
、
必

要
に
応
じ
て
説
明
会
も
考

え
て
い
き
た
い
。
交
通
規

制
に
つ
い
て
も
事
前
に
周

知
を
し
て
い
く
。

　

雨
水
管
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
あ
た
り
、
地
方
自
治
法
及

び
条
例
の
定
め
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

低
入
札
価
格
調
査
制
度

　

失
格
基
準
価
格
以
上
、
調
査
基
準
価
格
未
満
で
入
札
し
た
者

が
あ
っ
た
場
合
、
適
し
た
工
事
が
な
さ
れ
る
か
調
査
を
行
う
こ

と
。
大
磯
町
は
予
定
価
格
５
千
万
円
以
上
の
工
事
及
び
製
造
の

請
負
契
約
に
適
用
す
る
。

事
業
概
要

　

国
府
新
宿
の
Ｊ
Ｒ
南
側
の

一
部
地
域
11
．
79
　

ha
の
雨

水
を
葛
川
に
放
流
す
る
た
め
、

雨
水
管
整
備
工
事
を
行
う
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
工
事
で
、
整
備
済
区
間
は

葛
川
か
ら
国
道
１
号
ま
で
の

約
210
ｍ
で
あ
る
。

入
札
の
経
過

　

９
者
か
ら
入
札
の
参
加
申

請
が
あ
り
、
５
月
21
日
に
入

札
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
２
者

が
辞
退
、
７
者
が
応
札
し
た
。

（
株
）
湘
南
推
進
工
業
が
低

入
札
価
格
調
査
制
度
の
調
査

対
象
に
該
当
し
、
調
査
の
結

　

今
回
の
工
事
は
国
道
1
号
、

槇
ノ
木
交
差
点
か
ら
西
方
向

へ
約
120
ｍ
の
区
間
と
、
槇
ノ

木
交
差
点
北
側
の
町
道
国
府

新
宿
12
号
線
か
ら
国
道
北
側

区
域
の
雨
水
排
水
を
接
続
さ

せ
る
た
め
、
約
５
ｍ
区
間
の

整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

果
、
工
事
の
履
行
が
可
能
と

判
断
し
た
た
め
、
７
千
657
万

2
千
円
（
税
込
）
で
落
札
者

と
し
て
決
定
し
た
。
予
定
価

格
に
対
す
る
落
札
額
の
比
率

は
71
．
97
％
。

ＪＲ
東海
道線

ＪＲ
東海
道線

国道
１号

国道
１号

葛川

新宿橋

約120m約120m

槇ノ木槇ノ木約5m約5m

大磯こゆるぎハイツ

二宮町

今回の整備区間今回の整備区間
整備済区間整備済区間
整備予定区間整備予定区間
排水区域排水区域

今回の整備区間今回の整備区間
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6
月
定
例
会
に
は
、
一
般
会
計
の
繰
越
明
許
費
、
事
故
繰
越
し
と
下
水
道
事
業
特
別

会
計
の
継
続
費
、
事
故
繰
越
し
の
4
件
の
繰
越
計
算
書
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
な
ど
地
方
公
共
団
体
の
予
算
は
、
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
を
１
つ

の
会
計
年
度
と
し
て
、
年
度
内
の
歳
出
（
支
出
）
は
、
そ
の
年
の
歳
入
（
収
入
）
を

充
て
る
こ
と
が
原
則
（
※
会
計
年
度
独
立
の
原
則
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
状
況
の
変
化
や
避
け
が
た
い
事
故
な
ど
の
理
由
で
、
事
業
が
進
ま
ず
、

こ
れ
に
伴
う
経
費
の
支
出
が
年
度
内
に
終
わ
ら
な
い
場
合
、
翌
年
度
に
執
行
す
る
手

続
き
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
か
ら

繰
り
越
し
た
事
業

継続費
　　事業の実施が２会計年度以上にわたる場合、全体の事業費と各年度の内訳
を予算で定めること。
　何らかの事情でその年度内に支出が終わらない経費は、翌年度に繰り越すこ
とができ、事業の実施期間内であれば最終年度まで繰り越すことができる。

繰越明許費
　何らかの事情により、年度内に支出が終わらない経費について、翌年度１年
間に限り繰り越して使用することができる。（※議会の議決が必要）

事故繰越し
　避けがたい事故のため年度内に支出が終わらなかった場合、翌年度に繰り越
すことができる。

事業名 繰越額 理　由

一
般
会
計

幹線21号線整備事業 1,226万円

国府橋の架け替えに伴う町道の拡幅
にあたり借家人の移転に日数を要
し、建物の明け渡し及び物件除去が
完了できないため。

国府本郷西小磯１号線
整備事業 2,310万円

用地取得に伴う代替地の境界確定作
業に日数を要し、水道管埋設工事と
の工程調整が必要になり、工事を完
了できないため。

生沢月京１号線整備
事業 876万円

不動川改修に伴う町道の拡幅にあた
り借家人の移転に日数を要し、建物
の明け渡し及び物件除去が完了でき
ないため。

下
水
道
会
計

公共下水道維持管理
事業 2,141万円

取付管の布設替え工事にあたり水道
の利用等を一時的に停止する必要が
あり、地権者と工事施工日の日程調
整に日数を要し事業を完了できない
ため。

金額は、1万円未満を四捨五入

事業名 繰越額 理　由

下
水
道
会
計

公共下水道整備事業 5,700万円

水道管の移設位置の見直し協議に日
数を要し移設工事が遅れ、出来高金
額が年割額を満たさなかったため残
額を繰り越す。

事業名 繰越額 理　由

一
般
会
計

農業振興普及事業 250万円

農業振興地域整備計画の見直しに伴
う県との協議に日数を要し、年度内
に計画策定業務が完了できないた
め。

大磯港みなとオアシス
推進事業 1,600万円

賑わい交流施設の整備に係る関係団
体との協議に日数を要し、アドバイ
ザリー業務が年度内に完了できない
ため。

平成30年３月定例会で議決、６月定例会で報告
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高
規
格
救
急
自
動
車

落
札
者　

神
奈
川
日
産
自
動
車
㈱

　
　
　
　

法
人
営
業
部

落
札
額　

２
千
30
万
４
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　

（
税
込
）

落
札
比
率　

93.24
％

高
度
救
命
資
器
材

落
札
者　

日
本
船
舶
薬
品
㈱

　
　
　
　

横
浜
支
店

落
札
額　

１
千
326
万
２
千
400
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
税
込
）

落
札
比
率　

98.52
％

高
規
格
救
急
車
を
更
新

国
際
・
姉
妹
都
市
交
流
事
業

　

デ
イ
ト
ン
市
と
の
姉
妹
都

市
提
携
50
周
年
に
あ
た
り
、

市
長
と
訪
問
団
の
受
け
入
れ

を
行
う
た
め
、
バ
ス
借
上
げ

料
、
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の

会
場
使
用
料
や
記
念
品
代
の

ほ
か
、
国
際
交
流
協
会
へ
の

補
助
金
と
し
て
合
計
58
万
８

千
円
を
追
加
す
る
も
の
。

問　

高
校
生
派
遣
と
受
入
れ

は
国
際
交
流
協
会
の
事
業

だ
が
、
市
長
と
訪
問
団
の

受
け
入
れ
は
町
の
事
業
か
。

答　

姉
妹
都
市
提
携
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
た
め
、
バ

ス
借
上
げ
料
や
会
場
使
用

料
な
ど
受
け
入
れ
に
か
か

る
費
用
は
町
の
予
算
と
し

て
要
求
し
て
い
る
。
ま
た
、

来
町
す
る
高
校
生
と
と
も

に
日
程
を
過
ご
す
予
定
で

あ
る
た
め
、
国
際
交
流
協

会
へ
の
補
助
金
を
上
乗
せ

す
る
。

平成30年度一般会計補正予算

歳入歳出予算
92億8,959万円
（59万円を追加）

平成30年度一般会計補正予算の内容
歳　入

財政調整基金繰入金 59万円

歳　出

国際・姉妹都市交流事業 59万円

金額は、１万円未満を四捨五入

増

補正予算を可決
　平成30年度一般会計補正予算は、歳入歳出予算の総額に58万8,000円を追加し、予算の総額は92
億8,958万8,000円となりました。

　

平
成
19
年
に
消
防
署
本
署
に
配
備
さ
れ
た
高
規
格

救
急
自
動
車
及
び
高
規
格
救
急
自
動
車
に
積
載
す
る

高
度
救
命
資
器
材
を
更
新
す
る
も
の
で
す
。

購入する高規格救急車のイメージ

デイトン市のロゴマーク
（大磯町国際交流協会ホームページより）
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みなさんの陳情はこうなりました
番号 件　名 提出者 要　旨 付託

委員会 委員会の意見・結果

第
2
号

神奈川県最低賃金改定等
についての陳情

日本労働組合総連合会神奈
川県連合会西湘地域連合

議長　齊藤 政和

経済の好循環の実現のため、
最低賃金の諮問・改定、中小
企業等への支援強化、「働き
方改革実行計画」と連動した
取引条件の改善等を図るよう
国に意見書の提出を求める。

総務
建設

最低賃金は毎年、協議し決定され
ている。政府も2020年までの目
標達成を目指している。団体とし
て政府を動かすほうが良い。

不採択
（採択１、趣旨採択１、不採択３）

第
3
号

子どもたちにゆたかな学
びを保障するために、教
職員定数改善、教育予算
の増額、義務教育費国庫
負担制度の堅持・拡充を
求める陳情

中地区教職員組合
執行委員長　小嶋 豊綱

子どもや保護者のニーズに応
じたきめ細やかな教育とゆた
かな教育環境の整備のため、
教職員定数改善、教育予算の
増額、義務教育費国庫負担制
度の堅持・拡充を求める意見
書の提出を求める。

福祉
文教

教職員の増員は国民負担の増加に
つながる。学校・地域・家庭の役
割の見直しによる学校の負担軽減
と業務改善への教職員の姿勢が重
要である。

趣旨採択
（採択３、趣旨採択３  委員長採決）

※趣旨採択：「願意は理解できるが、実現性の面で確信が持てない」といった場合に採られる決定の方法。
誰でも陳情書や請願（議員の紹介が必要）を議会に提出することができます。詳しくは議会事務局にお問合せください。
６１－４１００（内線２８１）※提出の締め切り（９月定例会分）８月24日（金）午後５時まで

議案に対する各議員の賛否結果一覧表
議
案
番
号

議員名（議席順）　

　議　　　案

竹
内
恵
美
子

清
田　
文
雄

吉
川　
重
雄

三
澤　
龍
夫

片
野　
哲
生

高
橋　
英
俊

奥
津　
勝
子

二
宮
加
寿
子

玉
虫
志
保
実

鈴
木　
京
子

渡
辺　
順
子

柴
崎　
　
茂

関　
　
威
國

結　
　
　
果

掲
載
ペ
ー
ジ
番
号

24 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

425 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 可決

26 大磯町営住宅管理条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

27 財産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決
7

28 財産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

29 指定管理者の指定について ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ― 可決
２
～
３

30 監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ― 可決

３

31 農業委員会委員の任命について ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ― 可決

32 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

33 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

34 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

35 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

36 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

37 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

38 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

39 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

40 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

41 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

42 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

43 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

44 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

45 平成30年度大磯町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決 7
46 大磯町町税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 可決 4
47 工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決 5
　○は賛成　　●は反対　　―は議長が賛否に加わっていない
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平 成 2 9 年 度  政 務 活 動 費 の 収 支 報 告
　政務活動費は、議員の町政に関する調査研究等の活動に資するための経費として、１人あたり年額12
万円を交付しています。
　議員は、条例に定める使途基準に従い支出し翌年度に収支報告書を公表しますが、その際には支払っ
たことを証する領収書等を添付して、その使途の透明性の確保に努めています。
　また、この政務活動費収支報告書等の写しは、役場１階の町民情報コーナーでご覧いただけます。

（単位：円）

議員氏名 交付額
支　　　　出　　　　額

収支差引額
（返還額） 主な支出内容①調査旅費

及び研修費
②資料作成
及び購入費 ③広報費 ④事務費 ⑤その他

の経費 支出計

奥津　勝子 120,000 33,440 79,722 8,283 121,445 0

①�旅費、講座受講料（質問力
・議会力 レベルアップ講
座）ほか

②会議録・新聞購読料ほか
④プリンターインク代ほか

片野　哲生 120,000 0 120,000

坂田よう子 120,000 124,218 124,218 0 ③広報紙発行費

柴崎　　茂 120,000 46,135 53,093 99,228 20,772
①旅費（神奈川県庁ほか）
②�書籍購入費・行政情報コ

ピー代

鈴木　京子 120,000 50,312 78,300 128,612 0
②�新聞購読料・行政情報コ

ピー代ほか
③広報紙発行費

清田　文雄 120,000 77,010 13,714 90,724 29,276 ②会議録・新聞購読料
④プリンターインク代

関　　威國 120,000 72,282 72,282 47,718 ②会議録・新聞購読料

高橋　英俊 120,000 16,960 9,720 26,680 93,320
①�旅費、講座受講料（質問準

備の効果的な方法）
②書籍購入費

竹内恵美子 120,000 26,514 142,740 169,254 0 ②会議録代
③広報紙発行費

玉虫志保実 120,000 6,819 37,949 82,755 127,523 0
①旅費（愛川町）
②�書籍購入費・行政情報コ

ピー代
③広報紙発行費

二宮加寿子 120,000 36,074 73,110 109,184 10,816
①�旅費、講座受講料（質問力

・議会力 レベルアップ講
座）ほか

②会議録・書籍購入費ほか

三澤　龍夫 120,000 0 120,000

吉川　重雄 120,000 44,407 114,952 159,359 0 ②新聞購読料
③広報紙発行費

渡辺　順子 120,000 31,656 38,920 94,108 164,684 0
①�旅費、講座受講料（2017

連続講座）ほか
②会議録・書籍購入費
③広報紙発行費

※掲載は50音順です。

政務活動費の使途基準
科　目 内　容

①調査旅費及び研修費 先進地や現地調査に要する経費及び研究会、研修会を開催するために必要な経費又は他の団体の開催
する研究会、研修会に参加するために要する経費

②資料作成及び購入費 資料の作成に要する経費及び図書・資料等の購入に要する経費
③広報費 調査研究活動、議会活動及び町の政策等について、住民に報告及び周知するために要する経費
④事務費 調査研究に係る事務遂行に必要な経費
⑤その他の経費 上記以外の経費で調査研究活動に必要な経費
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一般質問は、６月７日・８日に９人の議員から２１問ありました。

質問と答弁の内容を要約してお知らせします。
詳細は会議録・ホームページ・ＤＶＤ（図書館貸出）をご利用ください。

【文責は本人】

吉川重雄

問　

中
学
校
給
食
が
中
止
に

な
っ
た
要
因
は
。
ま
た
町
長

の
責
任
の
取
り
方
は
十
分
か
。

町
長　

中
学
校
給
食
は
選
挙

公
約
で
あ
り
時
間
を
か
け
導

入
し
た
が
、
給
食
開
始
当
初

か
ら
残
食
量
の
多
さ
、
味
の

指
摘
、
異
物
混
入
の
問
題
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
生

じ
て
い
た
。
具
体
的
な
改
善

策
を
模
索
し
て
き
た
が
①
議

員
か
ら
の
厳
し
い
意
見
②
事

業
者
か
ら
の
撤
退
の
申
し
入

れ
③
早
期
に
代
替
事
業
者
を

見
つ
け
る
こ
と
が
困
難
と
の

理
由
で
休
止
し
た
。
給
食
の

１
日
も
早
い
実
現
に
向
け
努

力
を
尽
く
す
こ
と
が
責
任
の

取
り
方
と
考
え
て
い
る
。

問　

事
業
者
、
栄
養
士
、
専

門
家
な
ど
に
相
談
・
協
議
し

て
き
た
と
い
う
が
結
果
的
に

は
具
体
策
が
出
て
き
て
い
な

い
。
町
長
は
マ
ス
コ
ミ
な
ど

の
対
応
で
「
食
育
」
に
つ
い

て
語
っ
て
い
る
が
、
子
ど
も

が
食
べ
ら
れ
な
い
給
食
を
提

供
し
て
「
食
育
」
を
語
る
資

格
が
あ
る
の
か
違
和
感
を
持

っ
て
い
る
。
ま
た
、
責
任
の

取
り
方
が
「
努
力
を
尽
く
す

こ
と
」
に
私
は
憤
っ
て
い
る
。

答
弁
を
聞
い
て
子
ど
も
や
町

民
が
納
得
で
き
る
と
思
っ
て

い
る
の
か
。
そ
の
答
弁
が
中

﨑
町
長
の
政
治
姿
勢
の
本
質

で
あ
る
と
確
信
し
た
。
子
ど

も
や
町
民
か
ら
町
長
へ
の
信

頼
、
行
政
へ
の
信
頼
は
失
墜

し
た
と
申
し
上
げ
て
お
く
。

１クラス分の残食の状況

　中学校給食
　　　責任の取り方は十分か

実現に向け努力する
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柴崎　茂

清田文雄

問　

な
ぜ
中
学
校
給
食
の
契

約
解
除
の
書
面
は
あ
る
と
う

そ
を
つ
い
た
の
か
。

町
長　

議
会
に
対
し
て
書
面

が
あ
る
と
い
っ
た
報
告
の
事

実
は
な
い
。

問　

町
長
は
当
初
、
12
月
に

は
再
開
し
た
い
と
し
て
い
た

が
な
ぜ
し
な
か
っ
た
の
か
。

答　

12
月
と
い
う
の
は
方
向

性
を
出
す
こ
と
で
、
給
食
の

再
開
と
は
答
弁
し
て
い
な
い
。

問　

１
千
80
万
円
の
調
査
費

の
計
上
は
何
の
た
め
か
。

教
育
長　

中
学
校
給
食
の
速

や
か
な
再
開
に
向
け
、
多
角

的
な
視
点
か
ら
検
討
す
る
た

め
に
必
要
な
委
託
で
あ
る
。

問　

都
合
が
悪
く
な
れ
ば
先

延
ば
し
に
し
て
委
託
を
す
る
。

問　

空
家
等
対
策
特
別
措
置

法
施
行
以
降
の
町
の
対
策
は
。

町
長　

都
市
計
画
課
に
「
空

き
家
等
相
談
窓
口
」
を
設
置
、

約
３
年
間
で
220
件
の
相
談
を

受
け
た
。
ま
た
、
空
家
等
対

策
に
関
す
る
指
針
を
作
成
し
、

管
理
や
利
活
用
を
主
と
す
る

対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

相
談
の
内
容
は
。

答　

空
き
家
の
適
正
管
理
に

関
す
る
内
容
が
全
体
の
約
65

％
、
土
地
家
屋
の
売
買
な
ど

所
有
者
か
ら
の
相
談
が
約
16

％
、
利
活
用
に
関
す
る
相
談

が
17
％
で
あ
っ
た
。

問　

相
談
内
容
に
応
じ
た
窓

口
の
充
実
や
拡
大
の
考
え
は
。

答　

現
在
、
二
次
相
談
窓
口

と
し
て
不
動
産
事
業
者
団

ま
る
で
委
託
す
る
の
が
仕
事

で
は
な
い
か
。
エ
ン
ゼ
ル
フ

ー
ズ
か
ら
の
契
約
解
除
の
申

し
入
れ
も
あ
る
が
出
せ
な
い

と
言
っ
て
い
た
で
は
な
い
か
。

答　

そ
の
よ
う
な
発
言
は
し

て
い
な
い
。

問　

大
磯
町
行
政
は
正
式
な

文
書
が
な
く
て
も
口
頭
で
契

約
解
除
が
で
き
る
の
か
。
10

月
17
日
に
情
報
公
開
請
求
を

し
た
ら
、
「
公
開
す
る
こ
と

で
明
ら
か
に
法
人
等
に
不
利

益
を
与
え
る
と
認
め
ら
れ
る

た
め
、
こ
の
情
報
は
公
開
し

な
い
」
と
し
て
き
た
で
は
な

い
か
。

答　

申
し
入
れ
が
あ
っ
た
と

い
う
話
は
し
た
が
、
申
入
書

が
あ
る
と
は
言
っ
て
い
な
い
。

体
・
司
法
書
士
会
と
協
定
を

締
結
し
て
い
る
が
、
今
後
、

多
方
面
の
団
体
と
の
協
定
締

結
な
ど
も
必
要
と
考
え
る
。

問　

空
き
家
と
税
の
関
係
は
。

答　

「
特
定
空
き
家
」
に
認

定
さ
れ
る
と
土
地
の
税
額
が

上
が
る
が
、
家
屋
や
土
地
を

譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
譲
渡

所
得
の
特
別
控
除
も
あ
る
。

問　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
結
ん
だ
協
定
と
は
。

答　

空
き
家
の
現
況
確
認
や

除
草
・
庭
木
の
剪
定
作
業
に

関
す
る
協
定
で
、
管
理
が
難

し
い
相
談
者
に
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
優
先

的
に
紹
介
す
る
こ
と
で
、
空

き
家
の
適
正
管
理
を
促
進
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

ブティックに利活用された空き家

　契約解除の書面は
　　　　　あるのでは

あるとは言っていない

　空き家相談窓口の
　　　　充実・拡大は

多方面との協定が必要

４月11日に示された印がない通知書
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奥津勝子

渡辺順子

問　

第
七
期
大
磯
町
高
齢
者

福
祉
計
画
に
は
「
高
齢
者
世

帯
へ
の
外
出
支
援
な
ど
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢

者
自
身
が
地
域
社
会
を
支
え

る
担
い
手
と
し
て
活
動
し
て

い
け
る
よ
う
支
援
す
る
」
と

あ
る
が
、
地
域
交
通
担
当
は

都
市
計
画
課
、
高
齢
者
対
策

は
福
祉
課
と
縦
割
り
の
感
が

否
め
な
い
。
連
携
を
と
る
べ

き
で
は
。

答　

地
域
公
共
交
通
の
課
題

に
高
齢
者
等
へ
の
対
応
が
あ

る
一
方
、
公
共
交
通
の
利
用

が
困
難
な
場
合
は
福
祉
施
策

に
よ
る
対
応
も
必
要
で
あ
る
。

先
進
事
例
を
調
査
し
た
上
で
、

福
祉
課
と
連
携
を
と
り
、
高

齢
者
で
も
利
用
し
や
す
い
公

問　

駅
前
広
場
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
説
明
会
な
ど
町
民
が
意
見

を
表
明
し
、
提
案
で
き
る
開

か
れ
た
場
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い
と
の
要
望
書
が
町
民
団
体

か
ら
町
長
宛
て
に
出
て
い
る
。

議
会
報
告
会
で
も
、
駅
前
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
の

意
見
が
多
か
っ
た
。
計
画
は

最
終
案
を
決
め
る
前
に
町
民

の
意
見
を
吸
い
上
げ
る
の
が

適
切
な
の
で
は
。

答　

最
終
案
を
町
が
決
め
て

パ
ブ
コ
メ
を
開
催
す
る
。

問　

自
治
基
本
条
例
第
８
条

の
説
明
責
任
に
は
「
町
は
ま

ち
づ
く
り
に
お
い
て
政
策
形

成
に
関
す
る
事
項
の
過
程
や

活
動
内
容
及
び
結
果
を
町
民

共
交
通
の
可
能
性
を
検
討
し

た
い
。

情
報
活
用
能
力
を
育
成
す
る

教
育
に
つ
い
て

問　

２
０
２
０
年
度
か
ら
小

学
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
が
必
修
化
さ
れ
る
。
教
員

へ
の
影
響
は
。

教
育
長　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
の
ね
ら
い
は
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
技
術
を
習
得
す
る
だ

け
で
な
く
、
働
き
や
効
果
、

情
報
社
会
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
な
ど
の
技
術
で
支
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
学
習
す

る
こ
と
に
あ
る
。
教
員
が
安

心
し
て
授
業
に
取
り
組
み
、

ね
ら
い
が
達
成
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
る
。

に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る

責
任
が
あ
る
。
町
民
が
町
政

に
関
す
る
情
報
を
知
り
、
意

見
を
表
明
し
、
提
案
す
る
権

利
を
保
障
す
る
と
と
も
に
町

民
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す

る
上
で
の
前
提
条
件
と
な

る
」
と
あ
る
。
自
治
基
本
条

例
に
の
っ
と
っ
て
い
な
い
の

で
は
。

副
町
長　

そ
れ
は
議
員
特
有

の
昔
の
考
え
で
、
私
か
ら
言

わ
せ
る
と
昔
の
考
え
に
固
執

し
て
い
る
。
地
方
自
治
法
で

は
町
民
の
代
表
は
議
会
で
あ

る
。
条
例
の
条
文
は
現
場
に

合
わ
せ
て
運
用
す
る
方
針
だ
。

そ
の
他
の
質
問

〇�

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
入

り
口
に
看
板
設
置
を

高齢者福祉推進のための資料

条例は正しく運用されているか

　福祉と交通の連携について
連携は大切である

　駅前整備計画を
　　　　町民に説明すべき

それは昔の考え方だ
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竹内恵美子

玉虫志保実

問　

東
の
池
の
そ
の
後
は
。

町
長　

水
抜
き
後
１
カ
月
間
、

池
の
底
を
干
し
た
結
果
、
ハ

ス
の
浮
き
葉
が
確
認
で
き
る

な
ど
改
善
の
兆
し
が
あ
る
。

問　

県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

内
水
面
試
験
場
に
持
ち
帰
ら

れ
た
外
来
種
の
調
査
結
果
は
。

町
長　

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
、
ブ

ル
ー
ギ
ル
、
ラ
イ
ギ
ョ
、
ア

メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
、
ミ
シ
シ

ッ
ピ
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
な
ど
を

捕
獲
し
た
。
胃
の
残
留
物
な

ど
の
検
査
・
分
析
が
行
わ
れ

て
い
る
。
結
果
が
出
た
ら
提

供
し
て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。

問　

水
質
調
査
の
結
果
は
。

答　

農
業
用
水
と
し
て
は
問

題
な
い
と
確
認
し
て
い
る
。

問　

ま
だ
池
に
魚
を
投
げ
入

問　

現
在
、
給
食
提
供
は
休

止
中
。
「
生
徒
が
落
ち
着
い

て
い
る
」
を
理
由
に
在
校
生

に
対
し
何
も
し
な
く
て
よ
い

の
か
。
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
任
せ

で
よ
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

大
磯
中
学
校
で
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
体
と
な
り
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
協
力
で
５
月
か
ら

注
文
弁
当
の
取
り
組
み
を
開

始
。
６
月
１
日
現
在
、
11
名

の
生
徒
が
利
用
。
注
文
弁
当

に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
と

し
て
も
研
究
し
た
が
、
注
文

の
取
り
ま
と
め
や
代
金
の
受

け
渡
し
、
配
膳
な
ど
の
負
担

を
教
師
に
求
め
る
た
め
、
導

入
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
と
判
断
し
て
い
た
。
今

回
の
大
磯
中
の
取
り
組
み
は
、

れ
に
来
る
人
が
い
る
が
、
町

の
認
識
は
。

町
長　

ご
み
の
除
去
、
外
来

種
の
捕
獲
で
池
の
環
境
が
改

善
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
取
り

組
み
が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ

う
、
外
来
種
の
持
ち
込
み
や

ご
み
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て

も
注
意
喚
起
を
行
い
、
美
し

い
池
の
保
全
に
努
め
た
い
。

問　

池
で
の
釣
り
や
池
の
中

に
入
る
こ
と
な
ど
を
禁
止
す

る
看
板
は
あ
る
が
見
え
な
い

状
況
で
あ
る
。
別
の
場
所
に

つ
け
か
え
た
ほ
う
が
よ
い
と

の
声
が
あ
る
が
。

答　

木
の
陰
で
見
え
に
く
い

状
況
は
確
認
し
て
い
る
。
水

利
組
合
と
協
議
し
見
や
す
い

位
置
に
移
し
て
い
き
た
い
。

注
文
か
ら
料
金
の
支
払
い
ま

で
保
護
者
が
事
業
者
と
や
り

取
り
し
、
弁
当
の
受
け
渡
し

を
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
対
応
す
る
こ
と

で
実
現
可
能
と
な
り
、
感
謝

し
て
い
る
。
施
設
の
使
用
な

ど
可
能
な
協
力
は
し
て
い
く
。

国
府
中
で
も
何
ら
か
の
動
き

が
出
て
き
た
ら
、
可
能
な
範

囲
で
協
力
は
惜
し
ま
な
い
。

問　

国
府
中
は
教
室
を
配
膳

室
に
改
造
し
た
の
で
水
道
も

あ
る
。
窓
を
一
つ
な
く
せ
ば

ガ
ス
も
引
け
、
50
人
か
ら
100

人
分
の
食
事
は
賄
え
る
調
理

施
設
に
な
る
と
思
う
が
。

答　

現
在
の
配
膳
室
は
、
今

後
給
食
を
進
め
る
中
で
有
効

に
活
用
す
る
こ
と
が
前
提
の

話
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

浮き葉が出た東の池

私が提案したイメージ

　東の池のその後は
ハスの浮き葉を確認

　国府中の配膳室を
　　　　調理場にしては

有効に活用はしていく
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鈴木京子

二宮加寿子

問　

明
治
記
念
大
磯
邸
園
の

国
営
化
で
、
４
千
万
円
は
下

ら
な
い
固
定
資
産
税
が
減
収

見
込
み
で
あ
る
。
一
方
で
、

減
額
分
が
す
べ
て
町
の
予
算

に
影
響
は
な
い
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。

町
長　

基
準
財
政
需
要
額
に

変
更
が
な
い
と
仮
定
す
る
と
、

基
準
財
政
収
入
額
が
減
る
た

め
、
交
付
税
で
補
填
さ
れ
る
。

全
額
が
町
の
財
政
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
。

問　

「
財
政
難
」
は
町
民
に

も
職
員
に
も
浸
透
し
て
い
る

が
、
予
算
編
成
が
で
き
る
の

は
町
長
一
人
だ
け
で
あ
る
。

　

総
合
計
画
に
法
的
拘
束
力

は
あ
る
か
。

答　

な
い
。
実
施
計
画
に
位

問　

神
奈
川
県
に
お
い
て
も

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
取
り
組
み
方
針

の
策
定
に
向
け
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
町
の
関
わ

り
方
や
今
後
の
方
向
性
は
。

町
長　

町
独
自
で
既
に
実
施

し
て
い
る
事
業
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
17
の
目
標
に
照
ら
し
合
わ

せ
る
と
、
保
健
、
教
育
、
環

境
分
野
な
ど
で
関
連
が
あ
る
。

県
の
方
針
や
他
市
町
村
の
動

向
も
踏
ま
え
た
い
。

問　

企
業
な
ど
と
も
連
携
し

て
推
し
進
め
る
こ
と
が
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に
向
け
一

番
重
要
と
考
え
る
が
。

答　

今
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
理

解
を
深
め
る
段
階
で
も
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

置
付
け
た
事
業
に
も
法
的
縛

り
は
な
い
が
、
事
業
を
位
置

付
け
て
行
っ
て
い
る
。

問　

だ
か
ら
、
町
長
の
政
策

的
な
事
業
が
で
き
る
と
思
う
。

　

財
政
推
計
が
総
合
計
画
に

の
っ
た
が
、
計
画
に
な
く
て

も
明
治
記
念
大
磯
邸
園
で
町

が
財
政
負
担
を
す
る
こ
と
は

可
能
。
実
施
計
画
は
ど
こ
で

決
め
る
の
か
。

答　

担
当
課
か
ら
対
象
事
業

の
実
施
計
画
調
書
が
政
策
課

に
提
出
さ
れ
た
後
、
最
終
的

に
政
策
会
議
で
決
め
る
。

問　

町
は
職
員
の
待
遇
改
善

が
必
要
と
認
識
。
予
算
の
裏

付
け
が
あ
る
は
ず
。
優
先
順

位
を
つ
け
れ
ば
よ
い
の
で
は
。

答　

財
源
を
確
保
し
た
い
。

社
会
全
体
で
子
ど
も
を
守
る

対
策
に
つ
い
て

問　

通
学
路
の
安
全
対
策
は
。

答　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
啓

発
活
動
の
ほ
か
、
ス
ー
パ
ー

防
犯
灯
や
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
し
て
い
る
。

問　

住
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や

空
き
家
な
ど
、
潜
み
場
へ
の

対
策
は
。

答　

文
部
科
学
省
か
ら
も
危

険
要
注
意
箇
所
は
示
さ
れ
て

い
る
。
地
域
全
体
で
見
守
る

体
制
の
仕
組
み
を
つ
く
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇�
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
と
マ
ナ
ー
の
向
上
に

つ
い
て

持続可能な開発目標（ ）

町立都市公園になる大磯邸園

国連加盟国が掲げる17の目標

　町の税収減と
　　　　予算編成の関係は

交付税で補填される

　ＳＤＧｓに対する
　　　　　町の関わり方は

今は理解を深める段階
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　９月定例会は

９月３日（月）からです。

９月定例会の日程は、18ページをご覧ください。　

会議録の閲覧 過去の会議録は、町議会ホームページや図書館でご覧になれます。

ご自宅のテレビで ご自宅のテレビ（ＳＣＮ１０１チャンネル）でライブ中継と録画中継がご
覧になれます。

正面玄関を入ってすぐ右手。モニターで生中継がご覧になれます。

役場議場で ４階の議会事務局で手続き後、議場の傍聴席で審議の様子を直接ご覧にな
れます。

 傍本 聴会 案議 内

役場ロビーで

議会だよりの表紙を飾りませんか
議会だより編集委員会では、表紙写真を募集しています。

テーマは「笑顔」
応募規定
規格・・カラープリントＬ版または電子データ
　　　　（ＪＰＥＧ形式でファイルサイズ４ＭＢ程度）
応募資格・・大磯町に在住・在勤・在学等、大磯町に縁のある方
応募方法
　「議会だより表紙写真応募用紙」に必要事項を記入し、ＵＳＢ
フラッシュドライブ等の外部記憶媒体や現像写真を直接持参する
か、郵送、または電子メールでご応募ください。
※「議会だより表紙写真応募用紙」は議会事務局で配布のほか、
ホームページからもダウンロードできます。
応募期間
・平成30年10月26日発行号・・平成30年９月27日までの受付
・平成31年１月29日発行号・・平成30年12月27日までの受付
・平成31年４月26日発行号・・平成31年３月27日までの受付
・平成31年７月26日発行号・・平成31年６月27日までの受付
選考･採用
写真の選考は、議会だより編集委員会で行い、採用者に連絡します。
応募先・問い合わせ　　大磯町議会事務局

応募上の注意

・�応募は１号につき１人１点までとします。
・�組み写真、合成写真は不可とします。
・�被写体ご本人、未成年者の場合は保護者の

承諾を得て応募してください。
・�応募写真に関する著作権、肖像権に関する

責任は全て応募者に帰属するものとします。
・�応募写真は、無償で大磯町議会が使用する

ことに許諾したものとします。
・�編集上、トリミングを行う場合があります。
・�応募後の辞退はできません。また、採用・

非採用に関わらず応募写真は返却できませ
ん。
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たくさんのご意見を いただきました

　５月13日（日曜日）、議会報告会を国府支所
及び保健センターで開催しました。参加者は41
名でした。駅前整備・予算配分・みなとオアシス
などに関する質問のほか、多岐にわたるご要望や
ご意見をいただきました。いただいたご意見は議
員全員協議会で内容を整理し、町政に関する項目
は７月13日に町長へ申し送りを行いました。

＊�指定管理者候補者の選定方法に問題はなか
ったか。

＊�賑わい交流施設は事業性があるのか疑問。

＊�賑わい交流施設の建設費が過大にならない
ように議会にチェックをしてほしい。

＊�コンサルタント委託料が高いが、無駄はな
いか。

みなとオアシスの今後は

＊�駅前を再整備する必要があるのか。目的
が分からない。

＊�観光目的の整備では困る。高齢者や障が
い者、町民の利便性を優先してほしい。

＊�既に話が進んでいるように思えるが、町
民に向けて説明会を開催してほしい。

駅前整備に町民の意見を

＊�中途退職者が多い原因は何か。職員
数、仕事量は他の自治体と比較してど
のようか。

＊�効率的な働き方を他市町に学んでは。

＊�図書館図書は多くの方が読めるよう、
予約方法や貸出冊数などを見直すべ
き。職員の意識改革が必要。

職員の働き方は

行政運営はどうか
＊�滄浪閣の整備はどうなるのか。管理を
町に押し付けられても困る。

＊�公共下水道の接続率を上げるために浄
化槽廃棄の補助金や貸付金をつけては
どうか。

＊�予算が観光重視。町民生活に密着した
ことに税金を使ってほしい。

給食はどうなった
＊�あれだけ問題が大きかったのに、まだ
決着がつかないのか。どうなっている
のか。

＊�議会はどのような評価で調査委託料
1,080万円を認めたのか分からない。

保健センターでのようす
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今までどおり

本会議での
審議内容等テーマに沿っ

た意見交換

その他

未回答

長い

ちょうど
よい

短い

未回答

若い世代も集まり
やすいスタイルで
開催してほしい。

町民の意見を町政
にどう生かしてい
くかの議論に発展
させるべき。

質疑応答と意見交換
の時間が短い。

参加者推移（人）

全体の意見交換を継
続してほしい。

※少人数での意見交換は国府支所のみ

※町からの回答は、議会だよりでお知らせするとともに、ホームページで公開いたします。

今後の内容

ご意見

ご意見 ご意見

ご意見

少人数での
意見交換の時間

アンケート結果から

91 102 93
73 82

第３０回  議会報告会

たくさんのご意見を いただきました

　議会報告会も今回で通算30回を迎えました。ご参加くださっ
た皆さま全員が一言でも発言できるように、少人数に分かれての
意見交換を始めるなど、これまでも工夫を重ねてきました。
　今回、保健センターでは多くの方が全体での話し合いを希望さ
れたため、少人数での意見交換は行いませんでした。
　アンケート結果も参考に、より良い形で開催できるよう、改善
に向けて再検討していきます。

○�
荒
廃
農
地
活
用
補
助
金
は
、
目
的
と
対
象

は
大
き
い
の
に
予
算
が
少
な
い
の
で
は
。

○�

真
勝
寺
付
近
で
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
あ

る
。
捕
獲
檻
を
増
設
し
て
ほ
し
い
。

○�

運
動
公
園
、
郷
土
資
料
館
の
入
口
に
案
内

板
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

○�

県
道
相
模
原
大
磯
線
の
西
乃
池
橋
交
差
点

は
、
何
度
も
陥
没
し
て
い
る
。
修
復
に
問

題
は
な
い
か
。

○�

単
身
高
齢
者
が
増
え
、
孤
独
死
も
あ
る
。

喫
緊
の
課
題
と
先
を
見
据
え
た
問
題
を
整

理
し
、
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し

て
ほ
し
い
。

○�

図
書
館
国
府
分
館
の
蔵
書
を
充
実
し
て
ほ

し
い
。

○�

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
見
た
い
も
の
を
探

し
づ
ら
い
。

こ
ん
な
意
見
も

い
た
だ
き
ま
し
た
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議
会

だ
よ

り

　

今
回
の
表
紙
は
土つ

ち
だ
ひ
ろ
と

田
大
翔

君
（
１
歳
）
で
、
ト
ー
マ
ス

の
歌
や
絵
本
が
大
好
き
な
男

の
子
で
す
。

　

６
月
の
１
歳
の
お
誕
生
日

に
、
初
め
て
ケ
ー
キ
を
食
べ

た
と
き
の
一
枚
。
お
母
さ
ん

手
作
り
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
モ

モ
の
ケ
ー
キ
を
お
い
し
そ
う

に
、
喜
ん
で
食
べ
て
い
ま
す
。

　

大
翔
君
は
イ
チ
ゴ
・
モ

モ
・
ブ
ド
ウ
・
ミ
カ
ン
・
バ

ナ
ナ
が
大
好
き
。
ご
飯
を
食

べ
た
後
で
も
果
物
を
よ
く
食

べ
る
そ
う
で
す
。

　

お
母
さ
ん
は
、
「
健
康
で

元
気
い
っ
ぱ
い
に
育
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

笑
顔
シ
リ
ー
ズ

　

１
歳
の
お
誕
生
日

議会スナップ

４月27日　総務建設常任委員会　現地確認
平塚市ごみ焼却施設の余熱利用施設（リフレッシュプラザ平塚）

【
発
行
責
任
者
】

議　
　

長　
　

関　
　

威
國

【
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】

委
員
長　
　

渡
辺　

順
子

副
委
員
長　
　

清
田　

文
雄

委　
　

員　
　

高
橋　

英
俊

　
　
　
　
　
　

奥
津　

勝
子

　
　
　
　
　
　

二
宮
加
寿
子

　
　
　
　
　
　

玉
虫
志
保
実

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】

副
議
長　
　

竹
内
恵
美
子

　

 

観
測
史
上
初
、
関
東
は

６
月
に
梅
雨
が
明
け
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
「
議
会
の
う
ご

き
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
３
月
定
例
会
終
了
後
か

ら
６
月
定
例
会
ま
で
の
議
会

の
活
動
を
お
知
ら
せ
す
る
と

い
う
試
み
を
し
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

は
議
会
だ
よ
り
を
発
行
す
る

ま
で
に
最
低
５
回
委
員
会
を

開
い
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ

け
る
議
会
だ
よ
り
を
作
ろ
う

と
い
う
委
員
の
努
力
を
ご
理

解
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で

す
。 【

編
集
後
記
】

９月１８日 (火)　全会計説明
　　２０日 (木)　総務関係　
　　２１日 (金)　建設関係　
　　２５日 (火)　福祉関係　
　　２６日 (水)　文教関係　

決算特別委員会
　９月　３日 (月)　議案審議等
　　　１１日 (火)　総括質疑
　　　１３日 (木)　一般質問
　　　１４日 (金)　一般質問
１０月　３日 (水)　委員長報告等

９月定例会
湘南ケーブルテレビ
地上デジタルＳＣＮ101
チャンネルにて放映

生放送９時～、
再放送は19時～

　

坂
田
よ
う
子
議
員
が
、
５
月
８
日
付
け
で
、
議
員

　

を
辞
職
し
ま
し
た
。

　
議
会
の
う
ご
き

３
月

　

22
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

26
日　

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

　

29
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

４
月

　

10
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

11
日　

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

　

16
日　

議
会
運
営
委
員
会
／
議
員
全
員
協
議
会

　

18
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

23
日　

総
務
建
設
常
任
委
員
会
協
議
会

　

27
日　

総
務
建
設
常
任
委
員
会

５
月

　

８
日　

総
務
建
設
常
任
委
員
会
協
議
会

　

13
日　

議
会
報
告
会

　

16
日　

議
会
運
営
委
員
会
／
議
員
全
員
協
議
会

　

18
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

24
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

31
日　

本
会
議
（
議
案
審
議
等
）

６
月

　

４
日　

福
祉
文
教
常
任
委
員
会

　

５
日　

�

総
務
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

７
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

　

８
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

　

14
日　

議
員
全
員
協
議
会

　

15
日　

本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
）
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